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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
成
章
会
活
動
に
ご
支
援
、

ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
の
夏
は
過
去
に
経
験
な
い
ほ
ど

の
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
世
界
は
激
し
く
変
化
し
、
国

内
外
で
は
多
く
の
問
題
が
勃
発
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
同
窓
生
の
皆
様
も

そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
を
抱
え
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
物
事
に
行

き
詰
ま
っ
た
り
、
自
分
を
見
失
い
そ
う

に
な
っ
た
ら
、“
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）”

を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

“
ふ
る
さ
と
”
の
定
義
は
、
育
っ
た

場
所
、
生
ま
れ
た
場
所
、
父
母
・
家
族

が
住
む
場
所
、
長
く
住
ん
だ
場
所
、
祖

先
の
お
墓
の
あ
る
場
所
、
本
籍
の
場
所

な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
“
ふ
る
さ
と
”
は
ど

の
よ
う
な
場
所
で
し
ょ
う
か
？

離
れ
た
所
で
暮
ら
し
て
い
る
同
窓

生
の
皆
様
に
と
っ
て
、
お
盆
や
お
正
月

な
ど
渥
美
線
や
バ
ス
に
揺
ら
れ
、
遠
く

に
衣
笠
・
蔵
王
を
眺
め
れ
ば
、“
ふ
る

さ
と
”
に
帰
っ
て
き
た
と
感
じ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

私
自
身
も
特
に
海
外
出
張
で
緊
張

し
、
疲
れ
て
帰
っ
て
き
た
時
な
ど
、
蔵

王
山
が
目
に
入
る
と
、
ホ
ッ
と
す
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
ほ
ど
恵
ま
れ
た
“
ふ
る
さ
と
”
が
あ

る
こ
と
に
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

“
ふ
る
さ
と
”
は
心
の
原
点
で
も
あ

り
ま
す
。
原
点
に
帰
っ
て
い
ろ
ん
な
こ

と
を
思
い
返
す
と
、
力
が
み
な
ぎ
り
、

勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

渥
美
半
島
も
都
会
ほ
ど
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
域
開
発
が
進
ん
で
皆
さ

ん
が
過
ご
し
た
幼
少
時
の
跡
形
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
う
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
切
な
の
は
物
理

的
な
場
所
で
な
く
、心
の
“
ふ
る
さ
と
”

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

家
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
恩
師
、

仲
間
、
同
級
生
と
共
に
学
び
、
遊
び
、

汗
を
流
し
、
語
り
合
っ
た
日
々
は
私
た

ち
の
原
点
で
す
。

昔
と
比
べ
、
昨
今
の
教
育
環
境
は

変
化
し
て
い
る
と
は
言
う
も
の
の
、
在

校
生
に
は
勉
学
の
み
な
ら
ず
、
地
元
の

自
然
、
歴
史
、
伝
統
・
文
化
な
ど
に
も

関
心
を
持
っ
て
“
ふ
る
さ
と
”
を
愛
し
、

心
豊
か
に
、
逞
し
く
生
き
抜
く
力
を
身

に
つ
け
て
、
社
会
に
出
た
後
、
人
生
の

目
的
意
識
や
志
の
熟
成
を
目
指
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、“
ふ
る
さ
と
”

い
う
と
今
、
全
国
各
地
で
ふ
る
さ
と
納

税
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
“
ふ
る
さ
と
”
を
応

援
す
る
と
い
う
趣
旨
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
返
礼
品
目
当
て
に
利
用
し
て

い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

原
点
に
戻
っ
て
自
分
の
“
ふ
る
さ

と
”
を
応
援
す
る
と
い
う
目
的
で
活
用

し
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

田
原
市
、
豊
橋
市
に
は
一
年
を
通

し
て
フ
ル
ー
ツ
、
花
、
肉
な
ど
の
農
産

物
の
ほ
か
魚
介
、
食
品
加
工
品
な
ど
魅

力
の
あ
る
特
産
品
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
宿
泊
・
体
験
な
ど

も
充
実
を
し
て
い
ま
す
。

是
非
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
、

“
ふ
る
さ
と
”
田
原
・
豊
橋
を
思
い
出

し
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
最
近
“
ふ
る
さ
と
”
に

関
す
る
こ
と
で
元
気
を
い
た
だ
い
た
こ

と
を
3
つ
、
紹
介
し
ま
す
。

1
．
同
窓
生
の
快
挙
に
エ
ー
ル
！

今
年
6
月
、
井
本
万
正
さ
ん
（
高

29
回
）
が
ベ
ル
ギ
ー
王
国
か
ら
民
間
人

に
授
与
さ
れ
る
最
高
位
の
レ
ポ
ル
ド
勲

章
オ
フ
ィ
シ
エ
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
日
の
関
東
成
章
会
で
93
歳
の
現

役
医
師
の
大
村
益
一
さ
ん
（
中
29
回
）

が
車
い
す
で
参
加
さ
れ
、
元
気
に
歓
談

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
行
動
力
に
頭

が
下
が
り
ま
し
た
。
益
々
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

2
．
田
原
市
ふ
る
さ
と
納
税
5
倍
増
！

令
和
4
年
度
に
比
べ
、
令
和
5
年

度
は
出
品
事
業
者
も
増
え
、合
計
３
２
、

9
2
5
件
の
納
税
が
あ
り
、
納
税
額

も
約
5
倍
（
5
億
6
4
4
5
万
円
）

に
増
え
、
令
和
6
年
度
は
更
に
倍
以
上

に
な
る
勢
い
で
す
。

出
品
事
業
者
か
ら
は
納
税
者
か
ら

の
感
動
レ
ビ
ュ
ー
が
届
き
、
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
て
い
る
と
喜
び
の
反
響
が
届

い
て
い
ま
す
。

3
．
ア
イ
ア
ン
マ
ン
が
渥
美
半
島
を
駆

け
抜
け
る
！

昨
年
6
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回

ア
イ
ア
ン
マ
ン
70
・
3
東
三
河
ジ
ャ
パ

ン
in
渥
美
半
島
に
は
母
校
在
校
生

1
5
1
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
年
空
け
て

来
年
6
月
6
～
8
日
に
田
原
市
・
豊
橋

市
を
舞
台
に
第
二
回
大
会
を
開
催
す
る

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
安
全

確
保
を
し
っ
か
り
行
い
、
選
手
は
元
よ

り
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
愛
さ

れ
、期
待
さ
れ
る
大
会
を
目
指
し
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り

母
校
に
対
し
、
御
支
援
・
御
協
力
を
賜

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

母
校
の
校
長
に
就
任
し
て
四
年
目
を

迎
え
ま
す
。
成
章
会
の
皆
様
や
地
域
の

方
々
か
ら
温
か
い
御
支
援
、
御
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が

ら
、
職
員
、
生
徒
と
と
も
に
成
章
高
校

の
一
層
の
発
展
を
目
指
し
、
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。さ

て
、
令
和
4
年
度
よ
り
学
習
指
導

要
領
が
改
訂
さ
れ
、
年
次
進
行
で
新
し

い
教
育
課
程
に
移
行
し
、
今
年
度
で
3

学
年
ま
で
進
み
ま
し
た
。「
個
別
最
適

な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一

体
的
な
充
実
を
通
じ
て
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
、
授

業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
改
訂

さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で
は
「
探
究
」

が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。「
た
ん
き
ゅ

う
」
は
2
つ
の
漢
字
で
書
く
こ
と
が
で

き
、「
究
め
る
」
と
書
く
「
探
究
」
と
、

「
求
め
る
」
と
書
く
「
探
求
」
が
あ
り

ま
す
。
前
者
は
、
深
く
掘
り
下
げ
て
物

事
の
本
質
を
見
究
め
よ
う
と
す
る
気
持

ち
が
旺
盛
な
こ
と
を
表
し
ま
す
。
後
者

は
、
何
か
を
手
に
入
れ
よ
う
と
探
し
求

め
る
こ
と
で
す
。
成
章
高
校
で
は
、
深

く
掘
り
下
げ
、
物
事
の
本
質
を
見
究
め

る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
を
中
心
に
す
べ
て

の
授
業
で
「
探
究
」
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
卒
業
生
の
高
校

時
代
に
は
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

学
び
と
い
う
も
の
は
暗
記
が
中
心
の
時

代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
う
ら
や
ま
し
く

も
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
生

徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
興
味
あ
る
こ
と
や

疑
問
に
思
う
こ
と
等
か
ら
課
題
を
自
分

で
設
定
し
、
調
べ
る
方
法
も
自
分
で
考

え
、
深
く
調
査
し
、
ま
と
め
上
げ
、
発

表
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
を
身
に
つ
け
、
未
来
の

創
り
手
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
他
者
の
発
表
か
ら
、
多
様

な
生
徒
、
多
様
な
学
び
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
成
章

高
校
に
は
普
通
科
、総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
、

生
活
文
化
科
の
生
徒
が
お
り
、
他
校
に

は
な
い
多
様
性
を
最
大
限
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

令
和
6
年
度
の
東
海
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
に
陸
上
部
男
子
で
走
り
幅
跳

び
に
出
場
し
た
生
徒
の
話
を
紹
介
し
ま

す
。
高
校
1
・
2
年
生
で
は
県
大
会
に

は
出
場
で
き
ま
し
た
が
、
記
録
を
大
き

く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
彼
は
、高
校
2
年
生
の
終
わ
り
頃
、

記
録
を
大
き
く
伸
ば
す
た
め
に
何
を
す

れ
ば
良
い
の
か
考
え
た
そ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
自
分
で
調
べ
た
結
果
、
体
作
り

か
ら
や
り
直
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

自
分
で
決
め
た
取
組
を
徹
底
し
て
継
続

し
、
3
年
生
最
後
の
東
三
大
会
で
大
き

く
記
録
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
愛
知
県
大
会
、
東
海
高
校
総
体
で

も
自
己
記
録
を
伸
ば
し
続
け
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
成
長
は
大
き
な
自
信
に
な

っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
彼
の
取
組

も
「
探
究
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、学
習
面
だ
け
で
な
く
、様
々

な
場
面
で
探
究
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。今

、
高
校
の
普
通
科
改
革
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。成
章
高
校
で
も
、「
探
究
」

も
含
め
、
授
業
を
中
心
に
、
学
校
行
事

や
部
活
動
、
そ
し
て
校
則
ま
で
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

教
育
実
習
生
が
「
い
い
感
じ
で
変
わ
っ

て
き
た
よ
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
認
識
が
地
域
に
広
が
り
、
選
ば
れ

る
学
校
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。母

校
成
章
高
校
が
輝
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
御
指
導
・
御
鞭

撻
の
程
、宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
す
。

（1）収入の部	 （単位：円）

科　　目 予算額 収入済額 差額増減額 備　　　　考

前 年 度 繰 越 金 1,028,959 1,028,959 0

入 会 金 935,000 930,000 ▲5,000 5,000円×186名

維 持 会 費 500,000 93,529 ▲406,471 現金2名10,000円+振込15名
83,529円

総 会 費 0 20,000 20,000 総会時お祝金

雑 収 入 6 37,979 37,973 預金利息4円、
名簿会計解約残高37,975円

合計 2,463,965 2,110,467 ▲353,498

（1）収入の部	 （単位：円）

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　　　　　　考

前 年 度 繰 越 金 643,167 1,028,959 ▲385,792

入 会 金 895,000 935,000 ▲40,000 5,000円×179名

維 持 会 費 500,000 500,000 0

総 会 費 300,000 0 300,000 会費4,000円×75名

雑 収 入 6 6 0 普通預金利息

合計 2,338,173 2,463,965 ▲125,792

（2）支出の部	 （単位：円）

科　　目 予算額 支出済額 差引残額 備　　　　考

新入会員歓迎費 200,000 167,772 32,228 卒業記念品代
（卒業証書ファイル）

地 区 助 成 費 406,160 405,940 220 各50,000円＋振込手数料

総 会 費 100,000 38,360 61,640 会場費、講演謝礼、お茶代

会 議 費 50,000 6,240 43,760 理事会お茶代

通 信 交 通 費 550,000 255,803 294,197 郵送費、地区総会来賓交通費

印 刷 費 300,000 199,100 100,900 成章会年報第52号、
「くすのき」印刷代

消 耗 品 費 150,000 45,639 104,361 名簿データCD（高26回）、
宛名シール（高45回）

慶 弔 費 400,000 142,896 257,104 ハンドタオル製作費、
退任役員記念品、香料、生花

ホームページ管理費 55,550 55,550 0 サイト保守管理55,000円＋
振込手数料

雑 費 100,000 0 100,000

基 金 100,000 100,000 0 令和5年度積立金

名 簿 管 理 費 50,000 50,000 0 会員名簿データの維持管理費

予 備 費 2,255 0 2,255

合計 2,463,965 1,467,300 996,665

（2）支出の部	 （単位：円）

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　　　　　　考

新入会員歓迎費 200,000 200,000 0 卒業記念品代

地 区 助 成 費 407,920 406,160 1,760 各地区成章会への助成金
（振込手数料R5.10より990円に）

総 会 費 300,000 100,000 200,000 会場費、懇親会費等

会 議 費 50,000 50,000 0 理事会のお茶代等

通 信 交 通 費 500,000 550,000 ▲50,000 総会案内はがき、郵送費、
地区総会への交通費

印 刷 費 250,000 300,000 ▲50,000 成章会年報印刷代、
「くすのき」印刷代

消 耗 品 費 100,000 150,000 ▲50,000 宛名シール、名簿データＣＤ、
封筒

慶 弔 費 250,000 400,000 ▲150,000 卒業50周年ハンドタオル、
香料

ホームページ管理費 55,880 55,550 330 サイト保守管理55,000円＋
振込手数料（R5.10より880円）

雑 費 50,000 100,000 ▲50,000

基 金 100,000 100,000 0 基金会計への積立金

名 簿 管 理 費 50,000 50,000 0 会員名簿データの維持管理費

予 備 費 24,373 2,255 22,118

合計 2,338,173 2,463,965 ▲125,792

収入総額	 2,110,467円
支出済額	 1,467,300円
残　　額	 643,167円	（翌年度へ繰越）

収入予算額	 2,338,173円
支出予算額	 2,338,173円
残　　　額	 0円

令和5年度成章会　一般会計決算書
（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

令和6年度成章会　一般会計予算書（案）
（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

 

愛知県立成章高等学校
成章会事務局

〒441-3421
愛知県田原市田原町池ノ原1
TEL（0531）22-0141
FAX（0531）22-6466
印刷所㈲大陽社印刷所

第53号

探
究
す
る

校
　
　
長
　
　
青
　
山
　
昌
　
俊

ふ
る
さ
と
に
想
う

成
章
会
会
長
　
　
石
　
黒
　
　
　
功

第74回成章会総会日程
日　時　令和6年8月11日（日）10：30 〜 13：30
会　場　崋山会館
次　第

Ⅰ部　定時総会　10：30 〜 11：20
　1　開会のことば
　2　黙　祷
　3　会長挨拶
　4　校長挨拶
　5　来賓挨拶・紹介
　6　議長選出

　議　　事
第1号議案	 令和5年度成章会事業報告
第2号議案	 令和5年度成章会一般会計決算報告
第3号議案	 令和5年度成章会特別会計決算報告
第4号議案	 令和5年度国際交流基金会計決算報告
	 監査報告
第5号議案	 令和6年度成章会事業計画案
第6号議案	 令和6年度成章会一般会計予算案

	 7	 報告事項
	 8	 お祝い・記念品贈呈
		  卒業50周年のお祝い・・・高26回
	 9	 新理事の紹介・挨拶
	 10	 閉会のことば

Ⅱ部　記念講演　11：30〜12：00
　　　「ママたちが “つながり” 未来を変える

〜ママってHAPPY!をコミュニティから〜」
　　　　講師　中田　結美　氏（高46回）

Ⅲ部　懇親会　12：10〜13：30
　1　開会のことば
　2　会長挨拶
　3　乾　杯
　4　懇親会
　5　万歳三唱
　6　閉会のことば
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２
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木　
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美
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鶴
岡　
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教
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諭
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初
任
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剛（
教
諭
）	

時
習
館

渡
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大
貴（
教
諭
）	

杏
和

倉
地　
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教
諭
）	
初
任

堂
本　
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諭
）	
初
任
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澤　
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再
任
用
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業
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的
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蒲
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将
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査
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祉
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令
和
5
年
度
事
業
報
告

令
和
6
年
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事
業
計
画

（
案
）

成
章
会
役
員

第
76
回
卒
ク
ラ
ス
理
事

本
年
度
転
出
の
先
生
方

本
年
度
転
入
の
先
生
方

収入の部 （単位：円）

科　　目 収入済額 摘　　　　用

繰 越 金 8,837,745

寄 付 金 0

雑 収 入 0

合　　計 8,837,745

支出の部 （単位：円）

科　　目 支出済額 摘　　　　用

留学生受入補助 0

留学生交通費等 0

短期派遣補助 0

合　　計 0

令和5年度　国際交流基金決算書
（令和5年4月1日〜令和6年3月31日）

収入総額	 8,837,745円
支出済額	 0円
残　　高	 8,837,745円
	 （翌年度へ繰越）

	 （単位：円）

会　　計　　名 収入済額 支出済額 差引残額

基 金 会 計 7,356,928 0 7,356,928

成 章 後 援 会 計 6,415,783 947,080 5,468,703

名 簿 会 計 37,975 37,975 0

令和5年度成章会　特別会計決算書
（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

〈内訳〉	 （単位：円）

会　計　名 収入の部 支出の部

基 金 会 計 前年度繰越
令和5年度積立
預金利息

7,256,866
100,000

62

0

合計 7,356,928 合計 0

成章後援会計 前年度繰越

卒業５０周年寄付（高２５回生）

預金利息

寄付金（高23回3年4組古希クラス会）

5,680,731

700,000

52

35,000

弓道部東海大会出場祝金（団体）

弓道部東海大会出場祝金（個人）

陸上部東海大会出場祝金

弓道部全国大会出場祝金

弓道部国体東海大会出場祝金

弓道部国民体育大会出場祝金

弓道部東海選抜大会出場祝金

生徒下駄箱

オオタザクラ管理費

30,000

10,000

10,000

20,000

10,000

20,000

30,000

563,200

253,880

合計 6,415,783 合計 947,080

名 簿 会 計 前年度繰越

預金利息

37,975

0

名簿会計解約し、一般会計へ入金 37,975

合計 37,975 合計 37,975
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令和５年度大学・短大・専修各種学校合格者数および就職先一覧

【1】進学先合格者総計
学　　校　　別 現役 過年度卒 小計

国立大学 18 1 19
公立大学 10 0 10
国公立小計 28 1 29
私立大（東日本） 6 5 11
私立大（中部） 160 7 167
私立大（西日本） 21 2 23
私立小計 187 14 201
国公立短大 0 0 0
私立短大 8 0 8
大学校・専修各種学校 46 0 46
短大・専修各種小計 54 0 54

合　　　　　計 269 15 284

【2】学校別
（1）国立大学

学　　校　　別 現役 過年度卒 小計
宇都宮 1 1
金沢 2 2
富山 1 1
静岡 5 5
浜松医科 1 1
愛知教育 1 1
名古屋工業 1 1
豊橋技術科学 1 1
岐阜 2 1 3
三重 1 1
鳥取 1 1
福岡教育 1 1

合　　　　　計 18 1 19

（2）公立大学
学　　校　　別 現役 過年度卒 小計

髙崎経済 1 1
山梨県立 1 1
富山県立 1 1
静岡県立 2 2
愛知県立 2 2
名古屋市立 1 1

滋賀県立 1 1
大阪公立 1 1

合 　　　   計 10 0 10

（3）私立大学
①東日本

学　　校　　別 現役 過年度卒 小計
桜美林 1 1
関東学院 1 1
国士舘 1 1
帝京 1 1
東海 2 2
東洋 1 1
日本体育 1 1
文京学院 1 1
明治 1 1
立正 1 1

合 　　　   計 6 5 11

②中部
学　　校　　別 現役 過年度卒 小計

愛知 19 1 20
愛知学院 3 3
愛知工科 1 1
愛知工業 11 11
愛知淑徳 13 2 15
愛知東邦 2 2
桜花学園 1 1
岡崎女子 1 1
金沢工業 5 5
岐阜聖徳学園 2 2
金城学院 3 2 5
至学館 1 1
静岡理工科 4 4
椙山女学園 2 2
鈴鹿医療科学 5 5
聖隷クリストファー 1 1
大同 3 3
中京 11 11
中部 6 1 7

中部学院 1 1
東海学園 5 5
豊橋創造 4 4
豊田工業 1 1
常葉 4 4
名古屋外国語 7 7
名古屋学院 4 4
名古屋学芸 4 4
名古屋商科 2 2
名古屋女子 4 4
名古屋造形 2 2
南山 3 3
日本赤十字豊田 1 1
日本福祉 2 2
人間環境 1 1
浜松学院 1 1
福井工業 2 2
藤田医科 2 2
名城 16 1 17

合 　　　   計 160 7 167

③西日本
学　　校　　別 現役 過年度卒 小計

大阪大谷 1 1
大阪産業 1 1
大阪成蹊 1 1
関西学院 4 1 5
京都外国語 1 1
京都産業 2 2
近畿 4 1 5
四条畷学園 1 1
同志社女子 1 1
奈良 1 1
立命館 3 3
龍谷 1 1

合 　　　   計 21 2 23

（4）私立短期大学
学　　校　　別 現役

愛知大短大部 5

岡崎女子短大 1
豊橋創造大短大 1
名古屋文化短大 1

合 　　　   計 8

（5）大学校･専修各種学校
学　　校　　別 現役

あいちビジネス専門学校 1
ECC国際外語専門学校 1
大原簿記情報医療専門学校 2
加茂看護専門学校 2
更生看護専門学校 1
コーセー美容専門学校 1
公立瀬戸旭看護専門学校 1
慈恵歯科医療ファッション専門学校 1
seventeen美容専門学校 1
中部コンピュータ・パティシエ専門学校 3
トヨタ看護専門学校 1
豊橋歯科衛生士専門学校 4
豊橋調理製菓専門学校 2
トライデントコンピュータ専門学校 2
トライデントデザイン専門学校 1
名古屋医健スポーツ専門学校 2
名古屋ECO動物海洋専門学校 1
名古屋医療秘書福祉&IT専門学校 1
名古屋ウェディング&フラワー・ビューティ学院 2
名古屋観光専門学校 1
名古屋情報メディア専門学校 1
名古屋スイーツ&カフェ専門学校 1
名古屋鍼灸学校 1
名古屋調理師専門学校 1
名古屋辻調理専門学校 1
名古屋ビジュアルアーツ 1
名古屋ビューティーアート専門学校 4
名古屋ユマニテク調理製菓専門学校 2
日本聴能言語福祉学院 1
東三河看護専門学校 2

合 　　　   計 46

【3】就職先一覧
事　業　所　名 普通 総ビ 生文

アイシン㈱ 1
愛知海運産業㈱ 1
愛知県厚生農業協同組合連合会渥美病院 1
愛知みなみ農業協同組合 6 1
㈲一倉トミヤ 1
㈱ウッドワン 1
蒲郡信用金庫 1
ヴィレッジフーズ㈱ 1
㈱三五 1
㈱シーパレス 1
スズキ株式会社 1
大三紙業㈱ 1
中部電力パワーグリッド㈱ 1
㈱デンソー 2
東京製鐵㈱ 1
トヨタ自動車㈱ 1 1
㈱中神種苗店 1
ビューテック㈱ 1
㈱マエザワ 1
有楽製菓㈱豊橋夢工場 1
自衛隊 1
田原市消防職員 1
田原市職員 1

合 　　　   計 2 21 8

成
章
会
維
持
会
費

納
入
者
一
覧
（
敬
称
略
）

井
上　

秀
樹	

高
15
回

金
子　

知
俊	

高
15
回

鈴
木　

直
人	

高
15
回

伊
藤　

充
良	

高
25
回

佐
野　

朝
海	

高
25
回

鈴
木　

雅
也	

高
28
回

春
日　

幸
美	

高
35
回

石
黒　

奈
穂	

高
45
回

伊
藤　

隆
彦	

高
45
回

大
久
保
直
宏	

高
45
回

河
邉　

朋
弘	

高
45
回

川
合　

靖
幸	

高
45
回

鈴
木　

俊
行	

高
45
回

水
落
由
美
子	

高
45
回

矢
野　

貴
洋	

高
45
回

土
井　

文
胤	

高
72
回

イ
ト
ウ　

チ
カ
ラ	

令
和
6
年
度

東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会 

走
幅
跳 

出
場

顧
問　

石
田　

裕
太
郎

5
月
17
日
に
岡
崎
龍
北
ス
タ
ジ
ア

ム
で
行
わ
れ
た
愛
知
県
総
体
で
、
3
年

生
の
田
中
大
雅
が
男
子
走
幅
跳
で
東
海

総
体
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
田
中
は
1

年
生
の
県
新
人
、
2
年
生
の
県
総
体
、

県
新
人
と
同
じ
こ
の
岡
崎
の
競
技
場
で

県
大
会
を
戦
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
は
ど
の
試
合
で
も
ピ
ー
ク
を
合
わ

せ
ら
れ
ず
、
不
本
意
な
結
果
に
終
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
2
年
生
の
間
は
記

録
も
伸
び
悩
み
、
苦
し
む
日
々
が
続
き

ま
し
た
。
し
か
し
田
中
は
小
学
生
の
時

か
ら
続
け
て
き
た
こ
の
走
幅
跳
と
い
う

競
技
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
な
く
、
自
分

を
信
じ
て
練
習
を
積
み
重
ね
、
3
年
生

の
春
に
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
6
ｍ
50
を

超
え
る
力
を
付
け
ま
し
た
。
そ
し
て
4

月
末
の
東
三
総
体
で
6
ｍ
77
の
自
己
ベ

ス
ト
を
出
し
て
優
勝
し
、
県
総
体
へ
乗

り
込
み
ま
し
た
。

県
総
体
当
日
は
風
向
き
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
り
、
追
い
風
か
向
か
い
風

か
で
助
走
距
離
が
変
わ
る
こ
の
競
技
に

と
っ
て
は
大
変
難
し
い
条
件
の
中
で
の

試
合
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
田
中
は

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
落
ち
着

陸
上
部

き
を
も
っ
て
競
技
に
臨
み
、
1
本
目
の

大
き
な
跳
躍
が
フ
ァ
ー
ル
と
な
っ
た
後

で
も
慌
て
ず
、
助
走
を
調
整
し
て
2
本

目
に
東
三
総
体
の
記
録
を
8
㎝
更
新
す

る
6
ｍ
85
を
跳
ん
で
6
位
に
入
賞
し
、

東
海
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

二
週
後
に
行
わ
れ
た
東
三
選
手
権

で
も
田
中
は
好
調
を
維
持
し
て
6
ｍ
89

と
ベ
ス
ト
を
更
新
し
、
そ
の
勢
い
の
ま

ま
に
東
海
総
体
に
臨
み
ま
し
た
。
東
海

総
体
は
6
月
14
日
に
気
温
35
℃
を
超
え

る
猛
暑
の
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
で

行
わ
れ
、
田
中
は
こ
こ
で
も
2
本
目
に

追
い
風
参
考
な
が
ら
自
己
記
録
を
更
新

す
る
7
ｍ
00
を
跳
び
ま
し
た
。
各
県
の

上
位
記
録
者
も
追
い
風
の
中
で
フ
ァ
ー

ル
を
重
ね
て
調
子
が
上
が
ら
ず
、
2
本

目
終
了
時
点
で
は
決
勝
進
出
ラ
イ
ン
の

8
番
を
上
回
る
全
体
の
5
番
目
に
つ
け

て
い
ま
し
た
が
3
本
目
に
記
録
を
伸
ば

せ
ず
10
番
目
に
後
退
し
、
4
本
目
以
降

の
決
勝
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
国
総
体
に
は
あ
と
一
歩
（
実
際
は
15

㎝
で
す
）
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
田

中
は
こ
の
春
に
大
幅
に
自
己
記
録
を
伸

ば
し
た
こ
と
で
、
大
学
で
も
走
幅
跳
を

続
け
る
意
欲
が
湧
い
て
き
た
と
言
っ
て

い
ま
す
。助
走
ス
ピ
ー
ド
や
筋
力
な
ど
、

伸
び
し
ろ
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
彼
の
走
幅
跳
へ
の
情
熱
が
、
今

後
さ
ら
に
実
を
結
ぶ
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

成
章
健
児
の
活
躍

成
章
健
児
の
活
躍

　
令
和
3
年
2
月
に
成
章
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

し
た
。
成
章
高
校
、
成
章
会

の
情
報
を
発
信
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

成
章
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

充
実
し
て
き
ま
し
た
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コ
ロ
ナ
禍
規
模
を
縮
小
し
て
四
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
名
古
屋
成

章
会
は
、
令
和
五
年
九
月
三
日
（
日
）

ル
ブ
ラ
王
山
で
、
本
部
成
章
会
石
黒
会

長
、
山
下
田
原
市
長
、
青
山
校
長
先
生

は
じ
め
、
五
十
六
名
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
成
章
会
は
、
成
章
会
名
古

屋
支
部
と
し
て
平
成
十
四
年
に
発
足
し

ま
し
た
が
、
今
回
四
年
間
の
中
断
を
経

て
の
開
催
と
な
り
、
再
会
さ
れ
た
会
員

の
皆
様
は
、
相
互
の
無
事
に
安
堵
さ
れ

旧
交
を
温
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

Ⅰ
部
の
総
会
は
司
会
・
進
行
の
原

幹
事
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
浅

野
前
会
長
は
じ
め
、
鬼
籍
に
入
ら
れ
ま

し
た
会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

ご
功
労
に
感
謝
し
黙
禱
を
捧
げ
ま
し

た
。会

長
と
副
会
長
が
選
任
さ
れ
、
鈴

木
名
古
屋
成
章
会
会
長
が
役
員
・
幹
事

を
紹
介
し
た
後
、
会
長
挨
拶
、
来
賓
の

ご
紹
介
に
続
き
、
会
計
報
告
が
承
認
さ

れ
、
閉
会
の
こ
と
ば
で
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

Ⅱ
部
で
は
「
成
章
高
校
の
現
状
と

課
題
～
取
り
巻
く
環
境
を
踏
ま
え
て
」

と
題
し
、
講
師
の
石
黒
会
長
と
青
山
校

長
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
黒
会
長
か
ら
は
、
一
昨
年
の
成

章
高
校
創
立
百
二
十
周
年
事
業
へ
の
協

力
に
よ
り
、
母
校
改
修
や
生
徒
の
海
外

研
修
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感

謝
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
田
原
市
で
は
成
章
高

校
同
窓
生
が
、
行
政
は
じ
め
地
域
の

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と

や
、
一
方
で
資
料
を
も
と
に
、
現
在
の

出
生
率
低
下
が
人
口
減
を
加
速
し
、
市

内
の
三
高
校
存
続
の
危
惧
な
ど
、
現
状

の
問
題
提
起
と
、
同
窓
会
を
挙
げ
て
母

校
や
田
原
市
を
ど
う
盛
り
上
げ
て
い
く

か
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

お
話
し
い
た
だ
き
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
山
校
長
先
生
か
ら
は
、
少
子
化

や
市
外
へ
の
進
学
者
増
加
に
伴
う
人
口

減
や
入
試
制
度
の
グ
ル
ー
プ
再
編
な
ど

で
定
員
割
れ
が
続
き
、
学
校
の
存
続
が

深
刻
化
し
て
い
る
現
状
を
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
元
だ
け
で
な
く
同
窓

会
も
含
め
広
く
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
の
重
要
性
や
、
学
校
側
と
し
て

は
課
外
学
習
・
部
活
動
に
も
力
を
入
れ
、

文
武
両
道
で
面
倒
見
の
良
い
成
章
高
校

を
中
学
生
に
㏚
し
た
り
、
百
二
十
余
年

の
歴
史
の
安
心
感
を
背
景
に
各
界
で
活

躍
す
る
卒
業
生
を
迎
え
て
開
催
す
る
講

演
会
な
ど
の
取
り
組
み
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

Ⅲ
部
懇
親
会
は
中
央
ロ
ビ
ー
へ
移

動
し
て
階
上
よ
り
参
加
者
全
員
の
集
合

写
真
を
撮
影
し
た
後
、「
田
原
の
う
た
」

と
と
も
に
登
壇
い
た
だ
い
た
山
下
田
原

市
長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
伊

藤
幹
事
長
の
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
し
ま

し
た
。
藤
城
信
幸
様
（
高
25
回
）
に
よ

る
「
渥
美
半
島
の
昭
和
を
記
す
会
」
発

刊
の
「
渥
美
半
島
の
昭
和
」「
渥
美
半

島
の
戦
後
」
の
書
籍
の
ご
紹
介
と
、
中

日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ノ
チ
オ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
の
沿
革
と
ス
ピ
リ
ッ
ト
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
校
歌
の
歌
詞

付
き
テ
ー
プ
演
奏
に
会
場
一
体
と
な
り

最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
遠

路
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
、

他
地
区
会
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

し
、
再
会
を
祈
念
し
つ
つ
、
十
四
時
、

令
和
五
年
度
名
古
屋
成
章
会
は
閉
幕
し

ま
し
た
。

（
文 

入
野
麻
子　

写
真 

鴨
下
加
代
子
）

令
和
五
年
度
遠
江
成
章
会
の
総
会

及
び
懇
親
会
を
十
月
七
日
（
土
）
に
浜

松
市
北
区
引
佐
町
井
伊
谷
の
「
い
い
の

や
」
に
て
、
本
部
石
黒
会
長
、
青
山
校

長
、
他
地
区
幹
事
の
方
々
の
参
加
の
も

と
開
催
致
し
ま
し
た
。

総
会
の
中
で
青
山
校
長
よ
り
、
成
章

高
校
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
私
（
高
20
回
）
の
時
代
と
比
べ

大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
①
学
年
の
ク
ラ
ス
数

が
5
～
6
に
減
少
し
た
こ
と
②
田
原
市

か
ら
豊
橋
市
の
高
校
へ
進
む
中
学
生
が

約
半
数
で
あ
り
、
逆
に
豊
橋
市
か
ら
田

原
市
へ
入
る
の
が
約
三
割
な
ど
で
す
。

懇
親
会
で
は
、
佐
藤
伸
二
相
談
役

が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
つ
け
た
「
田
原

の
う
た
」
の
放
映
が
あ
り
ま
し
た
。
歌

詞
の
中
に
は
、
地
元
出
身
の
人
間
で
な

い
と
理
解
で
き
な
い
地
名
（
六
連
、
谷

熊
、
保
美
な
ど
）、
全
国
に
誇
れ
る
景

色
や
名
産
品
が
出
て
き
て
、
田
原
市
っ

て
す
ば
ら
し
い
と
感
動
し
、
ま
さ
に
名

曲
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
岐
阜
成
章
会
の
武
山
副

会
長
が
「
田
原
の
う
た
」
に
合
わ
せ
て

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
遠

江
か
ら
も
三
名
（
山
田
、
金
子
、
中
村
）

が
加
わ
り
、
武
山
さ
ん
の
後
ろ
で
動
き

を
ま
ね
な
が
ら
踊
り
ま
し
た
。

関
西
成
章
会
の
中
村
会
長
か
ら
は
、

成
章
高
校
応
援
歌
の
独
唱
が
あ
り
、
す

ば
ら
し
い
声
量
と
記
憶
力
に
非
常
に
感

動
し
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
の
近
況
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
聞
く
内
容
も

披
露
さ
れ
、
お
互
い
を
理
解
で
き
る
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
有
意
義
な

と
き
を
共
有
で
き
ま
し
た
。
本
日
ご
参

加
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。	

中
村
三
也
（
高
20
回
）

令
和
五
年
度
・
第
十
二
回
三
重
成

章
会
は
、令
和
五
年
十
月
二
十
二
日
に
、

四
日
市
市
高
砂
町
の
「
伝
七
邸
」
に
て
、

成
章
会
会
長
石
黒
様
、
青
山
校
長
先
生

は
じ
め
、
遠
江
成
章
会
の
相
談
役
の
佐

藤
伸
二
様
、
豊
橋
成
章
会
会
長
河
合
勝

男
様
、
名
古
屋
成
章
会
会
長
鈴
木
靖
之

様
、
岐
阜
成
章
会
会
長
中
神
定
様
、
関

西
成
章
会
会
長
中
村
光
彦
様
に
ご
来
賓

い
た
だ
き
、
ま
た
他
地
区
の
会
員
の

方
々
に
ご
参
加
頂
い
て
、
出
席
者
二
十

九
名
（
三
重
地
区
か
ら
は
八
名
）
と
、

数
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、
大
変
和
や

か
な
雰
囲
気
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

三
重
成
章
会
は
、
県
内
の
会
員
は

勿
論
、
他
地
区
か
ら
き
て
頂
く
皆
様
に

三
重
県
の
良
さ
を
知
っ
て
頂
き
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
毎
年
開
催
場
所
を
ど
こ

に
し
よ
う
か
と
工
夫
し
て
い
ま
す
。
桑

名
、
四
日
市
、
鈴
鹿
、
と
、
来
て
頂
く

の
に
無
理
の
な
い
、
素
敵
な
所
で
、
と

考
え
て
い
ま
す
。

五
年
度
の
開
催
場
所
の
「
伝
七
邸
」

は
、
明
治
二
十
九
年
か
ら
東
洋
紡
創
始

者
伊
藤
伝
七
の
別
邸
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
建
物
で
、
渋
沢
栄
一
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
財
界
の
偉
人
や
文
化
人

が
集
い
、
思
い
を
馳
せ
た
場
所
で
す
。

「
次
年
度
は
伝
七
邸
で
開
催
し
た
い
」

と
決
め
て
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
何
度
も
中
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
年
度
は
や
っ

と
開
催
で
き
て
、
役
員
一
同
本
当
に
ほ

っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
の
知
る
限
り
で
は
、
成
章
会
の

よ
う
な
同
窓
会
は
本
当
に
珍
し
く
、
同

級
生
だ
け
で
な
く
、
卒
業
年
度
の
ち
が

う
卒
業
生
が
集
っ
て
、
そ
れ
も
、
県
単

位
、
地
区
単
位
で
会
が
あ
り
、
ま
た
他

地
区
の
会
へ
も
多
く
の
参
加
者
が
あ
る

な
ど
と
い
う
組
織
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
会
が
存
続
し
て

い
く
と
い
う
基
本
に
は
、
成
章
会
会
員

の
一
人
一
人
に
、
伝
統
の
あ
る
成
章
高

等
学
校
で
若
き
日
々
を
過
ご
し
た
と
い

う
誇
り
と
、
渥
美
半
島
に
対
す
る
並
々

な
ら
ぬ
郷
土
愛
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
な
か
な
か
参
加
者
が
増
え
て
い

か
な
い
と
い
う
悩
み
も
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
議
論
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う

い
う
会
は
な
く
し
て
は
い
け
な
い
と
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
今
、
し
み
じ
み

思
い
ま
す
。

会
は
、
い
つ
も
通
り
、
総
会
、
懇

親
会
と
進
み
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、「
加
藤
流
三
絃
道

The

津
軽
三
味
線
」
を
聞
い
て
頂
き
ま

し
た
。
総
会
ま
で
の
緊
張
し
た
雰
囲
気

が
残
っ
て
い
る
会
場
に
、
力
強
い
バ
チ

さ
ば
き
が
響
き
、
皆
さ
ん
次
第
に
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
い
き
ま
し
た
。
手
拍
子
を

う
ち
、「
ソ
ー
ラ
ン
節
」、「
ふ
る
さ
と
」

な
ど
の
曲
は
出
演
者
の
方
々
と
一
緒
に

歌
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

美
味
し
い
お
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

る
う
ち
に
「
あ
ら
、
も
う
時
間
な
の
？

も
っ
と
話
し
た
い
の
に
」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

中
村
光
彦
様
の
成
章
高
校
応
援
歌
、

成
章
高
校
校
歌
斉
唱
、
万
歳
三
唱
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。
他
地
区
の
方
か

ら
、「
い
い
所
で
開
催
し
て
も
ら
っ
て

よ
か
っ
た
」、「
来
年
も
来
た
い
」
と
の

お
言
葉
を
頂
け
た
こ
と
、
役
員
一
同
心

よ
り
有
り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。
他
地

区
か
ら
、
七
名
の
方
に
初
め
て
ご
参
加

頂
け
た
こ
と
、
と
く
に
名
古
屋
成
章
会

の
皆
様
に
多
く
参
加
し
て
頂
け
た
こ

と
、
こ
の
こ
と
も
、
役
員
一
同
心
よ
り

名
古
屋
成
章
会

会
長
　
鈴
木
靖
之
（
高
23
回
）

遠
江
成
章
会

会
長
　
山
田
典
男
（
高
27
回
）

三
重
成
章
会

会
長
　
神
谷
卓
芳
（
高
15
回
）

地
区
成
章
会
だ
よ
り
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感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

恒
例
の
、
三
重
県
成
章
会
顧
問
の

水
谷
玲
子
手
作
り
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ

ャ
ム
、
そ
し
て
今
年
度
は
、
桑
名
産
干

た
け
の
こ
の
筍
し
ぐ
れ
を
ち
い
さ
な
お

土
産
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。	

小
野
田
紀
子
（
高
18
回
）

令
和
五
年
度
豊
川
成
章
会
懇
親
会

を
十
月
二
十
九
日
（
日
）
豊
川
駅
近
く

の
「
サ
ー
ラ
プ
ラ
ザ
豊
川
」
で
開
催
し

ま
し
た
。
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
豊
川
会

員
の
高
齢
化
で
参
加
者
の
減
少
が
予
測

さ
れ
た
た
め
、
今
回
は
規
模
を
縮
小
し

て
開
催
を
計
画
。
そ
ん
な
中
、
本
部
の

石
黒
会
長
、
青
山
校
長
先
生
に
は
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
黒
会
長
は
成

章
会
の
現
状
や
田
原
市
に
お
け
る
人
口

減
少
・
少
子
化
の
課
題
等
を
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
青
山
先
生
か
ら
は
母
校
の
後

輩
た
ち
が
勉
強
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
頑
張

っ
て
い
る
様
子
や
学
校
が
定
員
割
れ
を

し
て
い
る
事
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
縮
小

化
社
会
の
厳
し
い
現
実
を
痛
感
し
ま
し

た
。ま

た
、
青
山
先
生
は
六
月
九
日
に

田
原
で
開
催
さ
れ
た
「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
世
界
大
会
」
で
成
章
か
ら
「
地
域
の

役
に
た
ち
た
い
・
自
己
啓
発
の
た
め
に
」

等
で
1
5
0
名
を
超
え
る
後
輩
た
ち

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
大
会
を
盛
り

上
げ
た
事
が
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
か
ら
は
「
い
い
ね
ぇ
、
頑
張
っ
て
い

る
ね
ぇ
、
嬉
し
い
ね
ぇ
」
等
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。
母
校
の
活
躍
は
い
つ
聞
い

て
も
心
地
よ
い
も
の
で
す
ね
。

今
回
の
懇
親
会
は
少
人
数
な
が
ら

も
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
美
味
し
い
食

事
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
飲
ん
で
会
話
し

て
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
重

視
。
乾
杯
後
は
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
と

な
り
生
ビ
ー
ル
片
手
に
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
会
長
や
校
長
先
生
と
は
普

段
話
す
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く

の
方
が
懐
か
し
い
話
や
近
況
な
ど
に
つ

い
て
笑
顔
一
杯
で
会
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
タ
イ
ム
で
は
高
17
回

鈴
木
廣
明
さ
ん
か
ら
長
年
取
り
組
ん
で

い
る
趣
味
の
陶
芸
作
品
が
全
員
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
珈
琲
カ
ッ
プ
・

湯
呑
・
一
輪
挿
し
・
飾
り
物
作
品
に
皆

さ
ん
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

い
た
だ
い
た
湯
呑
を
毎
日
使
っ
て
い

る
、
庭
の
椿
を
挿
し
て
玄
関
に
置
い
て

い
る
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
を
行
い
、
勝
者
三
人

の
方
に
は
「
奥
三
河
の
花
風
景
」「
三

河
湾
の
漁
船
風
景
」「
ド
イ
ツ
の
旧
市

街
風
景
」
の
大
判
写
真
が
各
三
枚
ず
つ

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
し
た

が
中
身
の
濃
い
内
容
で
楽
し
か
っ
た
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
来
年
も
今
年

程
度
の
規
模
で
開
催
す
べ
き
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。令

和
5
年
度
豊
橋
成
章
会
懇
親
会

を
十
一
月
四
日
（
土
）
に
市
内
の
高
千

穂
会
館
に
て
、
四
年
ぶ
り
に
、
本
部
よ

り
石
黒
功
同
窓
会
会
長　

青
山
昌
俊
校

長
先
生
を
は
じ
め
、
各
地
区
成
章
会
会

長
の
方
々
、
当
番
年
の
高
35
回
生
を
中

心
と
し
た
多
数
の
同
窓
生
の
方
々
に
ご

出
席
を
賜
り
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
の
懇
親
会
で
は
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
、
内
科
医　

三
木
隆
治
先
生

を
講
師
に
お
招
き
し
「
還
暦
以
後
の
健

康
生
活
」
と
題
し
、
講
演
を
お
願
い
致

し
ま
し
た
。

ご
自
身
の
体
験
を
混
じ
え
な
が
ら
、

分
か
り
易
い
短
い
フ
レ
ー
ズ
で
、
還
暦

以
後
を
楽
し
く
暮
ら
す
為
の
ヒ
ン
ト
を

た
く
さ
ん
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。乾

杯
の
あ
と
懇
親
会
が
始
ま
る
と
、

久
し
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
再
会

で
、
思
い
出
話
し
に
盛
り
上
が
る
輪
、

部
活
動
の
先
輩
後
輩
で
当
時
の
苦
労
話

し
を
懐
か
し
む
輪
、
親
子
ほ
ど
の
年
齢

差
な
の
に
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
共
通
点
が

あ
り
、
そ
の
話
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る

輪
が
、
会
場
の
至
る
所
で
広
が
っ
て
い

て
時
間
を
忘
れ
て
語
り
合
う
事
が
出
来

た
よ
う
で
す
。
ご
出
席
さ
れ
た
方
々
か

ら
「
開
催
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
言
葉
を
か
け
て
頂
き
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
の
笑

顔
を
拝
見
で
き
、
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

会
の
最
後
に
は
、
校
歌
と
応
援
歌

を
斉
唱
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
大
き

な
声
で
歌
う
校
歌
は
、
と
て
も
懐
か
し

く
、
高
校
時
代
に
思
い
を
は
せ
る
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。
応
援
歌
の
斉
唱
で

は
、
関
西
成
章
会
会
長
の
中
村
光
彦
さ

ん
に
マ
イ
ク
を
預
け
、
自
慢
の
喉
を
鳴

ら
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
野
球
部
の

Ｏ
Ｂ
は
、
肩
を
組
む
様
な
勢
い
で
力
一

杯
の
熱
唱
で
し
た
。

大
合
唱
で
会
を
締
め
く
く
る
事
が

で
き
、
と
て
も
活
気
溢
れ
る
会
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
活
気
が
、
来
年
度
以
降

も
続
い
て
い
く
事
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。来

年
も
ま
た
、
十
一
月
の
第
一
土

曜
日
に
お
会
い
で
き
ま
す
事
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

追
伸　

令
和
六
年
度
の
豊
橋
成
章

会
懇
親
会
は
令
和
六
年
十
一
月
二
日

（
土
）
十
八
時
よ
り
高
千
穂
会
館
に
て

開
催
の
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

豊
橋
に
お
住
ま
い
の
方
々
そ
の
他

の
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

	

野
中
直
子
（
高
35
回
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

五
類
へ
の
移
行
に
伴
い
、
四
年
振
り
と

な
る
関
西
成
章
会
総
会
が
、
令
和
5
年

11
月
23
日
に
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
62
名
の

出
席
で
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
、
石
黒
功
成
章
会

会
長
、
鈴
木
雅
也
同
副
会
長
、
及
び
神

谷
卓
芳
（
三
重
）、河
合
勝
男
（
豊
橋
）、

中
神
定（
岐
阜
）、鈴
木
靖
之（
名
古
屋
）、

山
田
典
男
（
遠
江
）
の
各
地
区
成
章
会

会
長
に
加
え
、恩
師
の
中
島
秀
吉
先
生
、

青
山
昌
俊
成
章
高
校
長
、
マ
ナ
フ
ラ
サ

ー
ク
ル
講
師
の
長
縄
訓
枝
様
、
日
本
舞

踊
師
範
近
藤
み
ど
り
様
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。

第
一
部
総
会
は
、
河
合
裕
一
幹
事

の
司
会
で
進
行
し
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱

に
続
き
中
村
会
長
が
挨
拶
。
久
々
の
総

会
開
催
の
喜
び
と
、
明
日
へ
の
力
と
な

る
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
な
れ
ば
と
熱
い

思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
石
黒
会
長
か
ら
、
田
原
市

の
人
口
が
減
っ
て
い
る
上
に
田
原
市
生

ま
れ
の
約
半
数
の
子
が
田
原
市
以
外
の

高
校
に
進
学
す
る
現
状
が
あ
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
、
同
窓
会
と
し
て
も
対
策
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

鈴
木
正
直
田
原
市
副
市
長
か
ら
は
、

野
球
部
が
関
西
成
章
会
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
田
原
市
が
農
業
・
工

業
・
商
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
豊
か

な
地
域
で
あ
る
こ
と
、
大
学
進
学
で
他

府
県
に
出
た
人
た
ち
に
戻
っ
て
き
て
欲

し
い
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

青
山
校
長
か
ら
は
、
生
徒
の
三
分

の
一
が
豊
橋
市
か
ら
来
て
い
る
こ
と

や
、
国
公
立
大
学
へ
の
進
学
者
が
少
な

く
な
い
こ
と
、
文
化
祭
や
部
活
で
も
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

次
に
議
事
と
し
て
事
業
報
告
、
決

算
報
告
、
役
員
補
充
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
中
心
と

し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
し
た
。
長
縄

先
生
と
近
藤
先
生
に
よ
る
「
カ
ッ
パ
踊

り
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
レ
イ
を

つ
け
た
武
山
教
子
岐
阜
成
章
会
副
会
長

と
当
会
男
性
幹
事
2
名
（
大
羽
・
中
神
）

も
登
壇
し
、
長
縄
先
生
の
明
る
く
元
気

な
ご
指
導
の
下
、「
田
原
の
う
た
（
伊

藤
秀
志
作
曲
・
詞
・
歌
）」
に
合
わ
せ

て
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
挑
戦
。
客
席
の
私
た

ち
も
手
振
り
身
振
り
で
楽
し
み
ま
し

た
。♫

菜
の
花
と
そ
よ
風
と
・
・
・
サ

ー
フ
ボ
ー
ド
が
波
を
駆
け
抜
け
る
♫

歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
田
原
の
魅
力

に
ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
く
思
い
描
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
武
山
副
会

長
が
独
り
で
見
事
な
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
半
田
一
清
先

生
（
故
半
田
一
雄
当
会

相
談
役
の
ご
子
息
）
と

学
生
3
名
に
よ
る
「
詩
吟
・
剣
舞
」
の

実
演
が
あ
り
ま
し
た
。
詩
吟
の
奥
深
い

世
界
の
一
端
に
触
れ
た
よ
う
な
豊
か
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
は
近
藤
み
ど
り
先
生
に
よ
る

日
本
舞
踊
で
し
た
。
誰
も
が
知
っ
て
い

る
「
瞼
の
母
」
を
情
感
豊
か
に
演
じ
ら

れ
、
心
に
し
み
ま
し
た
。

盛
り
沢
山
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

し
た
が
、
演
目
そ
れ
ぞ
れ
に
感
動
し
、

心
の
栄
養
剤
と
な
り
、
元
気
を
頂
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

第
三
部
の
懇
親
会
は
毛
受
副
会
長

の
司
会
の
も
と
、
91
歳
に
な
ら
れ
た
白

井
重
光
様
（
高
3
回
）
に
よ
る
乾
杯
の

音
頭
に
始
ま
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
食
事

を
し
な
が
ら
の
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
後
半
に
は
抽
選
プ
レ
セ
ン

ト
タ
イ
ム
。
渥
美
半
島
特
産
の
ポ
イ
ン

セ
チ
ア
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
琵
琶
湖
の
え

び
煎
餅
、
舞
妓
さ
ん
の
団
扇
な
ど
空
く

じ
な
し
の
抽
選
会
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
当
た
り
く
じ
に
会
場
は
笑
顔
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
い
会
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、

野
田
中
学
校
出
身
の
皆
さ
ん
が
、
今
は

無
き
野
田
中
学
校
の
校
歌
を
披
露
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
続
い
て
成
章
中
学

校
・
高
校
の
校
歌
、
応
援
歌
の
大
合
唱

が
行
わ
れ
、
森
下
監
事
に
よ
る
万
歳
三

唱
、
大
塚
新
副
会
長
の
閉
会
の
辞
を
も

っ
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

心
身
健
康
、
美
意
延
年
。
心
も
体

も
丈
夫
に
そ
し
て
楽
し
い
気
持
ち
を
持

ち
続
け
れ
ば
自
然
と
長
寿
に
つ
な
が
る

と
か
。
次
回
は
よ
り
多
く
の
皆
様
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

	

中
津
川
千
穂
子
（
高
19
回
）

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
昨
年
開
催
よ

り
半
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
名
古
屋
成

章
会
は
、令
和
六
年
五
月
十
九
日
（
日
）

ル
ブ
ラ
王
山
に
て
、
本
部
石
黒
同
窓
会

会
長
、
山
下
田
原
市
長
、
青
山
校
長
先

生
は
じ
め
他
地
区
会
員
の
方
々
の
ご
参

加
の
も
と
他
地
区
に
先
駆
け
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ⅰ
部
の
総
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

原
幹
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
石
黒
会

長
あ
い
さ
つ
で
成
章
会
の
現
状
報
告
に

豊
川
成
章
会

会
長
　
杉
原
茂
行
（
高
17
回
）

豊
橋
成
章
会

会
長
　
河
合
勝
男
（
高
15
回
）

関
西
成
章
会

会
長
　
中
村
光
彦
（
高
11
回
）

名
古
屋
成
章
会

会
長
　
鈴
木
靖
之
（
高
23
回
）
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加
え
、
会
の
存
続
の
た
め
若
年
層
の
参

加
呼
び
か
け
が
急
務
と
の
課
題
を
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
・
成
章
会
役
員
紹
介
に
続
き
、

会
計
報
告
・
承
認
の
後
、
名
古
屋
成
章

会
監
事
選
任
及
び
24
年
度
役
員
・
幹
事

等
紹
介
と
、
青
山
校
長
か
ら
は
成
章
会

と
成
章
高
校
の
様
子
に
つ
い
て
、
少
子

化
に
よ
る
高
校
の
定
員
割
れ
が
続
く
な

か
情
報
発
信
し
伝
統
を
引
継
い
で
ゆ
く

こ
と
の
必
要
な
ど
ご
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
今
年
度
は
名
古
屋
成
章
会

の
取
り
組
み
と
し
て
伊
藤
幹
事
長
、
中

島
幹
事
よ
り
3
年
前
の
創
立
1
2
0

周
年
を
機
に
Ｈ
Ｐ
作
成
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
情
報
提
供
を
開
始
し
た
こ
と
、
会
員

へ
の
成
章
会
情
報
発
信
や
開
催
の
ご
案

内
（
出
欠
確
認
）
ご
連
絡
方
法
を
、
個

人
情
報
な
ど
配
慮
し
な
が
ら
会
員
の
皆

様
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も

と
に
、
希
望
者
に
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
連
絡
で

効
率
化
し
て
い
く
方
向
性
な
ど
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ⅱ
部
で
「
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
渥
美
半
島
づ
く
り
」
と
題
し
、
高
42

回
（
株
）
渥
美
フ
ー
ズ
代
表
取
締
役
渡

会
一
仁
さ
ん
に
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
・
シ
ョ
ッ
プ
（
必

要
な
分
だ
け
買
え
る
量
り
売
り
や
リ
ユ

ー
ス
容
器
の
使
用
に
よ
り
ゴ
ミ
を
出
さ

ず
に
買
い
物
が
で
き
る
店
舗
）
へ
の
取

り
組
み
展
開
や
、
店
舗
か
ら
出
る
生
ご

み
を
た
い
肥
化
し
て
資
源
循
環
さ
せ
る

エ
コ
サ
ー
ク
ル
活
動
を
推
進
さ
せ
る
取

り
組
み
の
ほ
か
、
2
0
3
5
年
エ
コ

ガ
ー
デ
ン
構
想
：
山
や
海
の
お
い
し
い

も
の
が
あ
ふ
れ
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
半

島
。
食
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
循
環
さ
せ
、

食
や
自
然
の
達
人
が
集
ま
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
長
期
滞
在
で
き
る
地
球
に
や

さ
し
い
オ
ア
シ
ス
に
渥
美
半
島
を
位
置

づ
け
る
目
標
を
社
を
挙
げ
て
掲
げ
、
半

島
活
性
化
に
向
け
て
大
変
夢
の
あ
る
構

想
と
取
り
組
み
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ

き
、
紙
面
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
ほ
ど

密
度
の
高
い
お
話
で
、
会
場
大
好
評
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
後
方
に
エ
コ
サ
ー
ク
ル
産
物

に
し
て
愛
知
県
環
境
賞
優
秀
賞
受
賞

「
め
ぐ
る
た
ま
ご
」、
権
威
あ
る
マ
ー
マ

レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
銀
賞
受
賞
の
「
ぬ

く
と
ん
ば
ら
甘
夏
ジ
ャ
ム
」、
展
示
即

売
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
土
産
も
印

象
的
で
し
た
。

Ⅲ
部
懇
親
会
は
中
央
ロ
ビ
ー
へ
移

動
し
て
、
恒
例
の
階
上
よ
り
参
加
者
全

員
の
集
合
写
真
撮
影
に
続
き
「
田
原
の

う
た
」
と
と
も
に
、
山
下
田
原
市
長
に

ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
校
歌
と
関
西
成
章

会
会
長
中
村
さ
ん
音
頭
に
よ
る
応
援
歌

に
会
場
一
体
と
な
り
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
遠

路
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
、

他
地
区
会
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

し
、
再
会
を
祈
念
し
つ
つ
、
令
和
六
年

度
名
古
屋
成
章
会
は
盛
況
の
う
ち
閉
幕

し
ま
し
た
。

	（
文 

入
野
麻
子　

写
真 

鴨
下
加
代
子
）

コ
ロ
ナ
禍
で
長
い
間
、
開
催
で
き

な
か
っ
た
総
会
を
、
や
っ
と
か
め
で
開

催
で
き
ま
し
た
。
前
回
は
令
和
元
年
六

月
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
五
年
ぶ
り
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
学
年
の
持
ち
回
り

で
世
話
役
を
引
き
継
い
で
き
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
流
れ
が
途
絶
え
て
し
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
形

で
あ
れ
総
会
を
や
り
た
い
と
い
う
声
が

上
が
り
、
臨
時
特
命
チ
ー
ム
で
事
に
あ

た
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
の
第
一
回
か
ら
数

え
て
、
コ
ロ
ナ
前
の
令
和
元
年
の
総
会

は
第
三
十
二
回
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
そ
の
長
い
歴

史
を
途
切
ら
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

思
い
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
満
た
さ
れ
な
か

っ
た
、
集
う
こ
と
へ
の
渇
望
が
、
総
会

再
開
へ
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
各
自
の

得
意
技
を
持
ち
寄
り
、

新
た
な
時
代
の
先
進

ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、

準
備
を
進
め
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
銀

行
口
座
や
、
会
員
名

簿
、
会
則
な
ど
も
整

備
し
直
す
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
再
出
発

は
ま
さ
に
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｘ
」
で
し
た
。

令
和
六
年
六
月
九

日
（
土
）
多
く
の
方

の
ご
協
力
を
賜
り
、

総
会
が
東
京
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
日
比
谷
六
階

の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
・
ハ
ウ

ス
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幸
運
に
も
こ
の
年
は
梅
雨
入
り
が

二
週
間
遅
れ
て
い
た
の
で
、
心
配
さ
れ

た
雨
も
降
ら
ず
、
ま
た
暑
す
ぎ
る
こ
と

も
な
く
、
会
場
は
柔
ら
か
な
光
で
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
屋
外
の
テ
ラ
ス
で
は

参
加
者
九
十
五
名
全
員
で
の
記
念
写
真

を
撮
影
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

地
元
か
ら
は
、
石
黒
成
章
会
会
長
、

鈴
木
雅
也
副
会
長
、
青
山
成
章
高
校
校

長
、
田
原
市
の
伊
藤
教
育
長
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
渥
美
半
島
観

光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
様
や
林
養
魚
様
の
ご
厚

意
に
よ
り
渥
美
半
島
の
美
味
し
い
食
材

を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
一
流
シ
ェ
フ
に

オ
シ
ャ
レ
に
調
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
会
場
の
テ
ー
ブ
ル
を
飾
っ
た

花
も
渥
美
半
島
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
も

の
で
し
た
。

卒
業
生
の
大
久
保
佳
代
子
さ
ん
や

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
小
川
泰
弘
投

手
、
テ
キ
サ
ス
で
牧
場
を
営
む
マ
イ
ク

大
谷
さ
ん
か
ら
は
特
別
に
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
成
章
出
身
で
、
東
京
で
歌

手
活
動
を
続
け
て
い
る
鈴
木
美
景
（
み

ひ
ろ
）
さ
ん
に
も
歌
を
ご
披
露
い
た
だ

き
ま
し
た
。

乾
杯
か
ら
、
閉
会
の
挨
拶
ま
で
女

性
が
担
当
し
、
会
費
も
男
女
差
を
つ
け

な
か
っ
た
点
も
大
き
な
進
展
と
思
い
ま

す
。上

は
成
章
中
学
29
回
、
下
は
高
65

回
ま
で
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
若
い
方
の
参
加
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

岩
本
文
彦
（
高
26
回
）

梅
雨
の
晴
れ
間
の
6
月
29
日
（
土
）

に
長
良
川
温
泉
「
石
金
」
で
第
40
回
岐

阜
成
章
会
の
総
会
、
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
連
日
降
り
続
い
て
い
た
雨

が
嘘
の
よ
う
な
晴
天
で
、
川
面
に
キ
ラ

キ
ラ
太
陽
の
光
が
反
射
す
る
清
流
長
良

川
と
山
の
上
の
岐
阜
城
を
眺
め
な
が
ら

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
本
部
の
石
黒

会
長
、
青
山
校
長
を
は
じ
め
9
名
の
ご

来
賓
の
方
々
を
含
め
て
総
勢
34
名
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
神
会
長
か
ら
は
岐
阜
の
特
徴
や

県
民
の
特
徴
（
外
食
大
好
き
、
喫
茶
店

大
好
き
な
ど
）
が
説
明
さ
れ
、
我
が
岐

阜
県
の
魅
力
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

青
山
校
長
か
ら
成
章
高
校
の
近
況

と
母
校
の
高
校
生
の
特
徴
な
ど
が
い
き

い
き
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
。
武

山
副
会
長
（
高
12
回
）
が
杉
本
靖
子
さ

ん
（
高
3
回
、
東
京
都
渋
谷
区
）
か
ら

い
た
だ
い
た
太
田
洋
愛
画
伯
（
旧
制
成

章
中
学
）
の
植
物
画
を
母
校
に
贈
呈
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
永
く
後
輩

た
ち
に
も
見
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

岐
阜
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

日
本
音
楽
療
法
学
会
認
定
音
楽
療
法
士

の
光
嶋
康
子
さ
ん
に
「
歌
っ
て　

笑
っ

て　

い
つ
ま
で
も
青
春
」
の
音
楽
活
動

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
～
笑
顔
で

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
！
～
と
い
う
こ

と
で
、
準
備
運
動
の
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ

運
動
、
滑
舌
練
習
、
パ
タ
カ
ラ
発
声
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
田
原
の

シ
ン
ボ
ル
の
菜
の
花
に
ち
な
み
「
朧
月

夜
」
や
「
浜
辺
の
歌
」
な
ど
7
曲
歌
い
、

雨
に
ち
な
ん
だ
イ
ン
ト
ロ
当
て
ク
イ
ズ

も
5
曲
し
ま
し
た
。
当
た
っ
た
方
に
は

賞
品
も
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

「
涙
そ
う
そ
う
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
順
番
に
ベ
ル
を
振
っ
て

い
た
だ
き
、
笑
い
一
杯
の
和
や
か
な
雰

囲
気
で
1
時
間
の
会
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
ま
し
た
。

次
は
、
名
物
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

で
す
。
鳥
居
さ
ん
（
高
28
回
）
の
名
調

子
に
合
わ
せ
て
、濱
中
さ
ん
（
高
21
回
）

手
作
り
の
バ
ッ
グ
や
武
山
副
会
長
の
手

描
き
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
や
柿
羊
羹
な
ど

の
名
産
品
を
ゲ
ッ
ト
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
は
、
校
歌
を
河
邉
さ
ん
（
高

43
回
）、
応
援
歌
を
関
西
成
章
会
会
長

の
中
村
さ
ん
（
高
11
回
）
の
リ
ー
ド
で

熱
唱
し
、
参
加
者
全
員
で
の
記
念
撮
影

で
終
え
ま
し
た
。

岐
阜
成
章
会
は
、
小
ぶ
り
で
す
が
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
知
恵
を
出
し
合
っ
て
準

備
し
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
来
賓
、
他
地
区
の
同
窓
生
の
皆
様
の

ご
協
力
で
無
事
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
来
年
の
再
会
を
誓
っ
て
散
会
と
な

り
ま
し
た
。	

光
嶋
康
一
（
高
23
回
）

関
東
成
章
会

会
長
　
小
久
保
朝
雄
（
高
13
回
）

岐
阜
成
章
会

会
長
　
中
神
　
定
（
高
19
回
）


